
ディスカッション入門 

責任者・コーディネーター  機能生化学講座 中西 真弓 教授 

担当講座・学科(分野) 機能生化学講座  

対 象 学 年  4  

区分・時間数 演習 6 時間  期 間  前期  

単 位 数 0.5 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 医療や研究の現場では、必ずしも「正解」が用意されているわけではない。データを的確に解釈し

最善の結論（今後の治療方針や研究方針）に到達するには、知識とデータに基づいた質の高いディス

カッション（討論）が不可欠である。本演習では、効果的なディスカッションへの入門として、容易

なテーマを取り上げ、グループでの意見交換の積み重ねにより、テーマに対する理解が深まり、より

良い結論が導けることを体験する。この過程で、メンバーの意見を傾聴する態度や、自らも深く考え

わかりやすく意見を述べる技術、多面的に物事を解釈する方法の修得を目指す。４学年から始まる卒

業研究と、５年生での長期実務実習において、ディスカッションに積極的に参加するための素地を形

成する。 

・教育成果（アウトカム） 

 グループ内で繰り返し意見を交換することを通して、これまでに修得した基礎知識を統合してデー

タや状況などを適切に解釈し、より良い解決法に到達できるようになる。チーム医療や研究において

不可欠なディスカッションに積極的に参加することにより、チームの一員として意思決定に貢献でき

るようになる。 

・到達目標（SBO） 

1. チーム医療や研究におけるディスカッションの重要性を理解する。（☆） 

2. これまでに学んだ知識や経験を統合して、データを解釈し評価することができる。（☆） 

3. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。 

4. 適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。 

5. ディスカッションの流れを理解し、目的に即した方向に誘導できる。（☆） 

6. 他者の意見を尊重し、協力してより良い解決法を見出すことができる。 

7. ディスカッションの過程を要約し、結論とともに説明することができる。（☆） 

  



・講義日程 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

8/1 月  1  機能生化学講座  
中西 真弓 教授  

後藤 奈緒美 助教  

關谷 瑞樹 助教 

概要説明、アイスブレーキング：SGD

形式 

8/1 月  2  機能生化学講座  
中西 真弓 教授  

後藤 奈緒美 助教  

關谷 瑞樹 助教 

ディスカッションの実践１：データを

読む：SGD 形式 

8/2 火  1  機能生化学講座  
中西 真弓 教授  

後藤 奈緒美 助教  

關谷 瑞樹 助教 

ディスカッションの実践２：新製品の

開発：SGD 形式 

8/2 火  2  機能生化学講座  
中西 真弓 教授  

後藤 奈緒美 助教  

關谷 瑞樹 助教 

ディスカッションの実践３：討論「試

験は長期休みの前か後か」：ディベー

ト形式 

・成績評価方法 

態度、技能の習熟度について、教員（70 %）と学生相互（30 %）のルーブリック評価により判定す

る。  

・予習復習のポイント 

予習や復習は特に必要ないが、講義終了後も様々なディスカッションに積極的に参加することを意

識すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



海外英語演習 

責任者・コーディネーター  外国語学科英語分野 James Hobbs 教授 

担当講座・学科(分野) 外国語学科英語分野  

対 象 学 年  1, 2, 3, 4, 5, 6  

区分・時間数 演習 約 2 週間 期 間 後期  

単 位 数 2 単位 

・学習方針（講義概要等） 

 英語圏の国に短期間滞在し、大学または語学学校の教師による集中的な語学の授業を受ける。授業

は午前中に行われ、日常会話に役立つ表現や文法事項をテーマに扱う。そして、英語を聴く訓練を通

して話す能力を伸ばし、将来医師・歯科医師・薬剤師として活躍する際に必要な英語の総合力を培

う。図書館、コンピューター室等の施設を利用することができ、いろいろな国々の人々と共にアクテ

ィビティーに参加することもある。また、英語圏の国の文化、歴史に対する理解を深めるために、さ

まざまな名所旧跡を見学する。 

 外国での生活から得た経験を通して豊かな人間性を養い、また国籍にかかわらず相手の立場を理解

し、臆することなく自己を表現することによって友好的な国際的人間関係を築くことが望ましい。 

・教育成果（アウトカム） 

教養教育に求められる豊かな人間性の涵養の一環として行う。 

1.海外での生活体験を通して異文化に触れることで多様な価値観を学び、幅広い視点から人および物

事を見ることによって自立の精神を養うとともに、能力・感性を培える。 

2.英語研修によって日本語を再認識することで、その能力向上を図るとともに、将来必要とされる患

者との相互理解、信頼関係構築のための会話能力開発ができる。   (ディプロマポリシー：2，9) 

・到達目標（SBO） 

1.ホストファミリーと英語で意思の疎通ができる。(☆) 

2.クラスメートと英語で意思の疎通ができる。(☆) 

3.教室では間違いをおそれず積極的に発言できる。(☆) 

4.日本人とだけで集まることなく各国の人たちと積極的に交流することができる。(☆) 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

登録済の教科書・参考書等はありません 

・成績評価方法 

演習態度・レポート等を総合的に評価する。  



・事前学修時間 

研修先について参考書や図書館を利用して調べておくこと。これらの作業にはおよそ 5 時間以上を

要する。 

・特記事項・その他 

研 修 先：英語圏の国（例：イギリス・アメリカ等） 

期  間：3 月の予定 

宿泊施設：ホームステイ 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

登録済の機器・器具はありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



被災地薬剤師から学び考える「地域におけるこれからの薬剤師

のあり方」 

責任者・コーディネーター  生体防御学講座 大橋 綾子 教授 

担当講座・学科(分野) 生体防御学講座、地域医療薬学科、臨床医化学講座、創剤学講座  

対 象 学 年  1, 2, 3, 4, 5, 6  

区分・時間数 講義 6 時間  期 間  後期  

単 位 数 0.5 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 東日本大震災(以下、大震災)被災県にある本学において、大震災における各地域での医療活動を知

り、その経験を地域医療につなげる学びは極めて重要である。本科目では、「災害時から現在に至る

まで、被災地の薬剤師は何を考え、どのような役割を果たしているのか」を、実際の薬剤師との交流

を通じて学ぶ。更に、震災の経験を次世代に伝えたいという薬剤師の思いを受け止め、学んだことを

教訓として「これからの薬剤師のあり方」を一人一人が考える機会とする。 

・教育成果（アウトカム） 

 災害時から現在に至るまで、被災地の薬剤師は何を考え、どのように行動しているかを学ぶことに

より、患者や生活者の健康に貢献する地域の薬剤師の役割や、行動を支える使命感を理解する。ま

た、震災の経験を薬学生に伝えたいという薬剤師の思いを受け止めることで、次世代育成が薬剤師に

求められる重要な資質の一つであることを意識する。更に、地域における薬剤師のあり方や方向性に

ついて自ら考えることで、今後身につけるべき資質や倫理観を明確にする。  

・到達目標（SBO） 

1.震災時並びに震災後の被災地における薬剤師の具体的な活動を列挙できる。（☆） 

2.震災時並びに震災後に行われている医療活動を列挙できる。（☆） 

3.生活者や患者の視点から、薬剤師の活動とその意義を捉えることができる。（☆） 

4.地域医療に携わる薬剤師に求められる資質や倫理観について、自らの考えを述べることができる。（☆）  

5.震災の経験を次世代に伝えたいという薬剤師の思いを受け止めることができる。（☆） 

・講義日程                                  （矢）東 205 ゼミナール室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

7/29 金  2  
生体防御学講座 

EDUCO いわて･学び塾  
大橋 綾子 教授 

井 上  和 裕  氏 
ガイダンス 

  



月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

7/29 金  3  岩手県薬剤師会  中田 義仁 非常勤講師  

① 釜石における東日本大震災時

の薬剤師の活動（釜石方式）につ

いて 

7/29 金  4  
創 剤 学 講 座  

地域医療薬学科  
松 浦  誠  講 師  

高 橋  寛  教 授  

② 東日本大震災における岩手医

大医療支援チームに参加して  

③グループ討議 

9/16 金  5  

生体防御学講座  

創 剤 学 講 座 

臨床医化学講座  

地域医療薬学科  

大橋 綾子 教授  

松 浦  誠  講 師 

那谷 耕司 教授  

高 橋  寛  教 授  

学習成果発表と意見交換 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

参  
スタンダード薬学シリーズ

II-1 薬学総論 I 薬剤師として

の基本事項  
日本薬学会編 

東京化学同人  

（定価 4,800 円） 
2015 

参  
『いのちの砦』 釜石方式に

訊け 釜石医師会 医療継続

に捧げた医師たちの 93 日間  
芦﨑 治 (著) 

朝日新聞出版 

（定価 1,620 円） 
2015 

・成績評価方法 

 感想文(20%)、発表とプロダクト(40%)、受講態度(40%)を総合的に判断する。  

・予習復習のポイント 

 日程については、「平成 28 年度被災地薬剤師との交流バスツアー」（岩手県薬剤師会主催。

7/30,31 または 8/6,7 で調整中）の実施に合わせる。「被災地薬剤師との交流バスツアー」に関して

は、岩手県薬剤師会に感想文を提出する。 

 各講義に関する復習（振り返り）やプロダクト作成などの時間を要する。 

 講義日程の変更等は随時掲示する。  

 

 

 

 



自分をかえる脳科学 

責任者・コーディネーター  神経科学講座 駒野 宏人 教授 

担当講座・学科(分野) 神経科学講座  

対 象 学 年  2, 3, 4  

区分・時間数 講義 6 時間  期 間  前期  

単 位 数 0.5 単位  

・学習方針（講義概要等） 

脳の研究は、これまで、疾患などの異常に焦点をあてた解析が中心であった。しかし、近年、脳科

学の進歩によって、我々の心や行動を引き起こしている生物学的・分子的な基盤がより深く理解され

るようになり、人間がよりよく生きるための研究も多くすすめられてきている。 

本講義では、このような脳科学的知識を背景に、脳の働きにかなった学習法、意欲の増進法、挫折か

らの回復、行動変化を修得することを目的とする。そのため、記憶や意欲・動機を生み出している生

物学的・分子的基盤を理解し、より能率のよい学習法や意欲を高める方法、さらに挫折からの回復力

を養うにはどうしたらよいかについて講義および実践的なグループワークも行いながら学んでいく。 

・教育成果（アウトカム） 

記憶や意欲・動機を生み出している生物学的・分子的基盤を理解し、動機付け、意欲の増進法、挫折

からの回復、行動変化を引き起こす脳の働きを学ぶことにより、より能率のよい学習法や意欲を高め

る方法、さらに挫折からの回復力を養う。 

・到達目標（SBO） 

1.記憶、意思、感情を司っている脳領域・生理物質について概説できる。（☆） 

2. 脳の快回路と不快回路について知り、自分の考え・行動が主にどちらの回路を使っているかに気づ  

  くことができる。（☆） 

3.動機・意欲を司っている脳領域、生理物質を理解し概説できる。（☆） 

4.意欲・動機付けをもたらす考え方、行動を理解し、実践できる。（☆） 

5.願望達成のための脳科学を知る。（☆） 

6.ストレスから回復するための脳科学を知る。（☆） 

7.幸福感をもたらす脳科学を知る。（☆） 

・講義日程                                    （矢）東 207 2-E 講義室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

6/7 火  5  神経科学講座  駒野 宏人 教授  
・脳の快回路と不快回路について 

・関係性の脳科学（自分との関係

性・他人との関係性） 

  



月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

6/14 火  5  神経科学講座  駒野 宏人 教授  

・願望達成の脳科学 

・意欲、動機づけの脳科学 

・自分の強みの発見 

6/21 火  5  神経科学講座  駒野 宏人 教授  

・困難・挫折からの回復力に必要

な脳科学 

・リフレーミングについて 

・自分の強みの発見 

6/28 火  5  神経科学講座  駒野 宏人 教授  ・幸福感を脳科学的に理解する 

・成績評価方法 

レポート(１０％)とワークに参加すること（９０％）で評価する。  

・予習復習のポイント 

授業に対する事前学修 （予習・復習）の時間は最低 30 分を要する。  

本講義は、グループワークも取り入れた科目のため、受講者の上限を６０名程度までとする。 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  パソコン（パナソニック、CF-SX2） １  

コンピューターで作成した講

義資料を講義室のプロジェク

ターで映写し、講義に使用す

る。  

 

 

 

 

 

 

 



アンチドーピング 

責任者・コーディネーター  創剤学講座 佐塚 泰之 教授 

担当講座・学科(分野) 創剤学講座  

対 象 学 年  4, 5, 6  

区分・時間数 講義 9 時間  期 間  前期  

単 位 数 0.5 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 スポ－ツは、トップアスリ－トだけでなく、娯楽として、また、健康維持や疾病予防の観点から幅

広い年代で親しまれている。しかしながら、よい記録を追及するあまりに、くすりに頼るド－ピング

が問題となっている。これに対するアンチド－ピングの活動は世界的に展開されており、様々な競技

会で検査が行われている。しかしながら、スポ－ツ選手や一般の愛好家はくすりに関する知識が乏し

く、特に本邦においては日常的に服用する医薬品によるうっかりド－ピングが起きているのが現状で

ある。そこで、くすりの専門家である薬剤師が正確な情報をスポ－ツ選手に与える必要があり、日本

アンチド－ピング機構は、薬剤師を対象に公認スポーツファーマシストを認定している。本講義で

は、薬剤師を目指す薬学部生の立場からスポーツと薬の関わりや知識を学ぶとともに考える。 

・教育成果（アウトカム） 

スポ－ツ選手の医薬品に対する認識と現状、スポ－ツ薬理学への理解、ド－ピングコントロ－ルの

現場を知ることで薬学生の立場からスポ－ツファ－マシストに対する理解を深め、臨床現場にとどま

らない薬剤師の役割が認識できる。 

・到達目標（SBO） 

1. スポ－ツファ－マシストの存在と意義を理解できる。（☆） 

2. スポ－ツ薬理学の意義を説明できる。（☆） 

3. ド－ピングコントロ－ルの役割と現状を説明できる。（☆） 

4. スポ－ツファ－マシストとしての活動に関し討議できる。（☆） 

・講義日程                                    （矢）東 207 2-E 講義室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

5/9 月  5  創 剤 学 講 座  佐塚 泰之 教授 スポーツファーマシストとは 

5/16 月  5  創 剤 学 講 座  杉山 育美 助教 スポーツ薬理学 

5/23 月  5  創 剤 学 講 座  本田 昭二 非常勤講師 ドーピングコントロ－ル 

5/30 月  5  創 剤 学 講 座  
佐藤 大峰 非常勤講師 

川井 由貴 非常勤講師  
スポーツファーマシストになった

きっかけと活動 



月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

6/6 月  5  創 剤 学 講 座  
佐塚 泰之 教授  

杉山 育美 助教  
現場体験 

シャペロンとして活動 

6/13 月  5  創 剤 学 講 座  
佐塚 泰之 教授  

杉山 育美 助教  

PBL（スポーツファーマシストとし

て何ができるか、必要か） 

服薬指導シミュレーション 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

参  
アンチ・ド－ピングを通して

考える －スポ－ツのフェア

とは何か－  

（公財）日本アンチ・ド－ピ

ング機構（JADA)監修 

（公財）日本アン

チ・ド－ピング機

構 
2013 

・成績評価方法 

聴講態度（40％）、レポ－ト（60％）より総合的に評価する。  

・予習復習のポイント 

教科書・参考図書などは指定しない。講義の際に資料を配布する。 

授業に対する事前学修 （予習・復習）の時間は最低 30 分を要する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



遺伝子導入技術を学ぶ 

責任者・コーディネーター  生体防御学講座 大橋 綾子 教授 

担当講座・学科(分野) 生体防御学講座  

対 象 学 年  2, 3, 4 

区分・時間数 実習 12 時間  期 間  前期  

単 位 数 0.5 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 遺伝子の導入による遺伝子治療は、1991 年に世界で初めて先天性アデノシンデアミナーゼ欠損症

患者に対して行われ、以来遺伝性疾患やがんの治療に応用されている。安全性や倫理的な課題は残る

ものの、なお有効な治療法が確立されていない多くの疾患に対して治癒をもたらす可能性を秘めてい

る。本実習では、モデル生物である線虫（Caenorhabditis elegans）に対する緑色蛍光タンパク質

（GFP）遺伝子の導入を実践し、個体への遺伝子導入の手法や導入率の評価方法等について学ぶ。 

・教育成果（アウトカム） 

 遺伝子治療の例を学ぶことにより、その有効性及び問題点を理解する。また、線虫に対する遺伝子

導入を実践し、導入効率を評価することにより、遺伝子導入の基本的な知識・技術を修得する。 

・到達目標（SBO） 

1. 遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。 

2. 遺伝子導入生物について概説できる。（☆） 

3. 顕微鏡を用いて、実験動物の組織や細胞を観察できる。（☆） 

4. 線虫の遺伝子導入法を概説できる。（☆） 

5. 線虫の生殖腺に DNA 溶液をマイクロインジェクションできる。（☆） 

6. 自らが実施する実験に係る法規範を遵守する。(☆) 

7. 意欲的に実験を実施し、成果をレポートにまとめることができる。(☆) 

・講義日程                              （矢）東 351 生体防御学講座研究室 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

7/22 金  1  生体防御学講座  

大橋 綾子 教授  

白石 博久 講師  

丹治 貴博 助教  

錦織 健児 助教  

ガイダンス：遺伝子治療と遺伝子導

入 

  



月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

7/22 金  2  生体防御学講座  

大橋 綾子 教授  

白石 博久 講師  

丹治 貴博 助教  

錦織 健児 助教  

実験(1)：線虫の取扱い 

7/22 金  3･4 生体防御学講座  

大橋 綾子 教授  

白石 博久 講師  

丹治 貴博 助教  

錦織 健児 助教  

実験(2)：マイクロインジェクショ

ンによる遺伝子導入 

7/28 木  1･2 生体防御学講座  

大橋 綾子 教授  

白石 博久 講師  

丹治 貴博 助教  

錦織 健児 助教  

実験(3)：遺伝子導入線虫の選別 

8/1 月  1  生体防御学講座  

大橋 綾子 教授  

白石 博久 講師  

丹治 貴博 助教  

錦織 健児 助教  

実験(4)：遺伝子導入線虫の観察 

8/1 月  2  生体防御学講座  

大橋 綾子 教授  

白石 博久 講師  

丹治 貴博 助教  

錦織 健児 助教  

レポートの作成 

・教科書・参考書等（教：教科書   参：参考書   推：推薦図書） 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

参  線虫ラボマニュアル  三谷 昌平 編 
ｼｭﾌﾟﾘﾝｶﾞｰﾌｪｱﾗｰｸ

東京 

（定価 4,000 円） 
2003 

参  細胞の分子生物学 第 5 版  
Alberts 他 中村 桂子／松原 

謙一 他 監修 
ﾆｭｰﾄﾝﾌﾟﾚｽ 

（定価 22,300 円） 
2010 

参  ヒトの分子遺伝学 第 4 版  
Strachan 他 村松 正實、木南 

凌 監訳 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｻｲｴﾝｽ･ｲﾝ

ﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

(定価 12,000 円) 
2011 

参  
線虫の研究とノーベル賞への

道  
大島 靖美 著 

裳華房 

（定価 2,000 円） 
2015 

・成績評価方法 

 実習態度（50%）、レポート（50%）を評価する。  

 



・予習復習のポイント 

 日程については、他の自由科目や学事と両立できるよう、受講者と相談の上柔軟に対応する。 

 必要資料は担当講座で準備する。  

 授業中に疑問に感じたことを理解するよう積極的に取り組み、よく復習する。  

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

実習  実体顕微鏡（オリンパス、SZX16、SZX10） 3  生物試料の取扱い及び観察  

実習  
落射蛍光照明装置（オリンパス、SXZ2-RFA10-

2） 
2  生物試料の蛍光観察  

実習  倒立顕微鏡（オリンパス、IX70） 1  線虫の遺伝子導入  

実習  
マイクロインジェクション装置一式（ナリシ

ゲ） 
1  線虫の遺伝子導入  

実習  
インジェクターコントローラー（オリンパス、

ONU-31P, ONU-TOP） 
1  線虫の遺伝子導入  

実習  
フェムトジェット（エッペンドルフ、

FemtoJet） 
1  線虫の遺伝子導入  

実習  インキュベータ（三洋電機、MIR-253） 1  生物試料の飼育  

実習  恒温室（島津理化、STAC-N400M） 1  実験温度の管理  

実習  ホースレスバーナー（phoenix dent、APT 3） 1  器具の滅菌  

実習  
MacBook Pro（Apple、Retina 15-inch Mid 

2015） 
1  

講義用スライドの作成とプロ

ジェクターへの映写  

実習  プロジェクター（TAXAN、KG-PL021X ） 1  講義用スライドの映写  

 

 


